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伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕 （４）評価実施年度 平成　19　　年度

（１）政策
コード 名称 （５）評価責任者職名 教育部長

17 (4)子どもたちを健全に育成するまちづくり （６）評価責任者氏名 森永　喜久雄

（２）基本施策

コード 名称

（３）生活課題 37 子どもが、伸び伸びと外で遊んでいる姿を見かけることができる

（７）評価者

37 ①子どもたちの健やかな成長を促す

（９）
継続・
新規
(19.20.
21.22)

コード （１０）事務事業名 コード （１１）担当部課名

（１２）事業費(千円)

（１３）
投入
人員
（人）

な成果（新規事業の場合は目標

（１７）
指標の
単位

（１８）
評価
類型

１次評価結果 ２次評価

（33）その他の改革
改善点についてＨ１８

決算額

Ｈ１９
予算
額・補
正要求
額

Ｈ２０
要求
見込額

（１４）指標名

指標の数値 個別評価

(23)
総合
評価

（24）
方向性

（25）
１次評
価修正
有・無

（26）修正点 （27）修正の理由

（28）
改革改善
案修正の
有・無

（29）
修正点

（30）
優先
度
区分

(31)
方向
性

（32）
方向性の評価につい

て
（１５）
１７年度

（１６）
１８年度

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 1000 青少年健全育成事業 555000
伊賀教育委員会
分室

11,473 10,611 10,611 1.0
体験活動推進
事業参加者数

795 813 人 Ⅰ 4 3 4 2 A 縮小 無 ― ― 無 ― １Ｇ ｂ
子どもの心を育む体
験活動推進事業の見
直しを検討する。

講演会は地域や内容
をまとめて回数を見直
す。

継続 1001 青少年健全育成事業 605000
島ヶ原教育委員会
分室

2,940 2,820 2,820 0.3
講演会参加者
数

50 人 Ⅰ 4 3 4 4 A 現状維持 無 ― ― 有
事業内容から負担割合
を検討。

１Ｇ ｂ
コストを維持して成果
を向上する。

講演会は地域や内容
をまとめて回数を見直
す。

継続 1002 青少年健全育成事業 655000
阿山教育委員会
分室

4,657 4,758 4,698 0.5
青少年健全育
成研修会参加
者数

10 36 人 Ⅰ 4 4 3 3 A 現状維持 無 ― ― 有
青少年育成指導員活動
報償の終期を検討す
る。

１Ｇ ｂ
コストを維持して成果
を向上する。

講演会は地域や内容
をまとめて回数を見直
す。

継続 1003 青少年健全育成事業 705000
大山田教育委員
会分室

6,750 6,560 6,540 0.7
事業実施協力
団体数

5 9 団体 Ⅰ 4 4 3 3 A 現状維持 無 ― ― 有
むらびと作り推進事業モ
デル地区事業の見直し
を検討する。

１Ｇ ｂ

　　　　　　〃
大山田地域の青少年
育成団体自体の活動
助成は継続する。

講演会は地域や内容
をまとめて回数を見直
す。

継続 1004 青少年健全育成事業 755000
青山教育委員会
分室

4,090 4,152 4,102 0.5
青山青少年育
成会議加入団
体

19 19 団体 Ⅰ 3 4 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― １Ｇ ｂ
コストを維持して成果
を向上する。

講演会は地域や内容
をまとめて回数を見直
す。

継続 999-2 青少年対策地域推進事業 450400 生涯学習課 1,422 1,032 1,002 0.1
青少年育成団
体の活動参加
者数

165 270 人 Ⅰ 4 4 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― １Ｇ ｂ
コストを維持して成果
を向上する。

―

１９・新
規・当
初

0070 放課後子ども教室推進事業 450400 生涯学習課 - 7,692 7,914 0.2 参加児童数 H19で40 Ｈ20で60人 Ⅰ 4 3 ― 4 A ― 無 ― ― 無 ― ２Ｇ b
事業啓発を行い安全
な居場所づくり・少子
化対策を確立する

―

継続 999-1 青少年健全育成事業 450400 生涯学習課 15,956 11,067 11,067 1.2
青少年健全育
成推進大会参
加者数

600 300 人 Ⅰ 3 3 3 2 D 縮小 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ
青少年海外派遣は平
成１８年度で廃止。

講演会は地域や内容
をまとめて回数を見直
す。

全 8 事業
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